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393 災害時の相互協力のための女性グループの結成 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社井上組（なでしこ BC 連携グループ） 
【平成 29 年】 

2480001007267 インフラ関連事業者 
【建設業】 

徳島県 

1 取組の概要 

  徳島県でボーリング工事業を専門とする株式会社

井上組は、県内の建設業者等 10 社と連携し、な

でしこ BC 連携グループを結成した。平成 27 年 2

月に、災害対応を目的とした計画策定、工事現場

見学を含む合同訓練を開始し、平成 28 年 6 月ま

で 7 回の訓練を行っている。 

 訓練の際には、緊急支援受援訓練、炊き出し訓練、

「なでしこパトロール」などを実施している。「な

でしこパトロール」とは連携する企業各社から女

性社員が参加し、 「お互いの顔を知る」ことを目的

に工事現場のパトロールを行い、職場環境・衛生

面のチェックを行う。災害対策とともに「女性が

安心して働ける現場」の創生につなげる取組とな

っている。 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 四国における想定外の大雪でBC連携が促進 

 平成 26 年 12 月に徳島県西部にて大雪災害が発生し、積雪による倒木やライフライン寸断によ

る山間部集落の孤立等想定外の被害を受けた。同社を含む被災地内の企業によって復旧作業を

行ったが、氷点下での活動は困難を極めた。また、災害派遣の自衛隊との連携による道路啓開作

業では、自衛隊の重機が大きくて搬入できなかったり、自衛隊隊員のチェーンソーによる作業

を同社作業員が代替したり、自衛隊との連携において混乱があった。これを受け、四国に拠点を

置く建設業者等の間で、有事の復旧作業には平時の連携体制構築が必要との認識が高まった。 

地域の企業に勤める女性が集まり、各社の安全環境を点検する 

 同社を含む建設業の男性社員は現場等の外勤が多い。また他の業種であっても、本社業務の多

くを女性社員が担っており、災害時に各社が連携体制を組むには女性社員の果たす役割は大き

いと同社では考える。そこで、各社の女性社員が連携相手を知ることを目的にお互いに他社の

工事現場を見学し合い、職場環境 ・衛生面のチェックを行った。こうした女性目線 ・一般目線か

らの安全環境の点検活動を「なでしこパトロール」と同社らは名付けた。 

▲合同訓練における女性社員による 
工事現場見学 

▲徳島県内の建設業者による連携体制 
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 訓練時のシナリオを含めた訓練計画については、徳島大学環境防災研究センターのアドバイス

をもとに策定している。また、活動の当初から、国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務

所の女性もパトロールに参加しており、平成 28 年からは徳島県県土整備部の女性も参加してい

る。さらに、徳島労働局三好労働基準監督署も帯同し、安全管理についての指導を受けている。 

 

3 取組の平時における利活用の状況 

  各種勉強会への参加や資格試験の受験等、企業の垣根を越えて積極的に活動している。また、各

種勉強会を通じて、訓練の計画や業界を取り巻く様々な課題についても意見交換をしている。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  「なでしこパトロール」という女性中心の活動をきっかけに、多くの賛同者が集まり、県内企業

間での強固な連携だけでなく、岡山県や和歌山県等、徳島県外との連携も実現している。さら

に、大学や国土交通省、県の職員も巻き込んだ活動となっており、地域コミュニティの強化につ

ながっている。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  合同訓練で知り合った連携業者の社員間で、工事の情報交換を行うことにつながっており、多

種多様な職種が共同する土木の仕事においては、経験者の知識を聞ける有効な情報交換の場と

もなっている。 

 「なでしこパトロール」は、新聞やテレビ等のメディアで約 20 回取り上げられ、連携業者、ひ

いては建設業のイメージアップにつながっている。 

 

6 現状の課題・今後の展開など 

  連携業者が増えたことで、業者間の連絡調整にも多くの労力を要するようになり、会場や駐車

場の確保が困難となっている。企業が増え、母体が大きくなっても、内容や頻度を落とすことな

く、質の高い連携を続ける組織作りをし、さらなる発展を予定している。 

 平成 28 年 10 月に事業継続推進機構（BCAO）が主催する徳島県地域勉強会が発足する予定で

ある。同機構担当者の講演や検討会を通じ、さらなる災害への対策・知識の習得を目指す。 

 

7 周囲の声 

  既存建築物の補修工事等の場合、近隣に駐車スペースがない場合が多い。しかし、「テレビでや

っていたあの井上組さんか。頑張って。」と近隣住民の方が声をかけてくださり、自宅の駐車場

の端であれば利用して良いといった声が上がっている。（近隣住民の声） 
 


